21　小説　雨月物語　崇徳院と西行　着眼点　読解⑤
保元の乱に敗れた崇徳院（君）の陵墓を訪れた西行法師は、成仏できず後白河天皇（雅仁・上皇）と平家に対する復讐心に燃える崇徳院の亡霊と対面した。
時に峰谷ゆすり動きて、風叢林を倒すがごとく、沙石を空に巻き上ぐる。みるみる一段の陰火、君が膝のもとより燃え上がりて、山も谷も昼のごとくあきらかなり。光の中につらつら㋐御気色をⓐ見奉るに、朱をそそぎたる龍顔に、荊の髪膝にかかるまで乱れ、白き眼を吊りあげ、熱き息を苦しげにつがせ給ふ。㋑御衣は柿色のいたうすすびたるに、手足の爪は獣のごとく生ひのびて、さながら魔王の形㋒あさましくもおそろし。ⓑ空にむかひて、「相模、相模」と叫ばせ給ふ。「あ」と答へて、鳶のごとくの化鳥翔け来たり、前に伏して詔をⓒまつ。院、かの化鳥にむかひ給ひ、「何ぞはやく重盛が命をⓓ獲りて、雅仁、清盛を苦しめざる」化鳥答へて言ふ、「上皇の幸福いまだ尽きず。重盛が忠信近づき難し。今より干支一周を待たば、①重盛が命数既に尽きなん。他死せば一族の幸福この時に亡ぶⓔべし」②院、手を拍て喜ばせ給ひ、「かの讐敵ことごとくこの前の海に尽くすⓕべし」と、御声谷峰に響きてすさましさ言ふⓖべくもあらず。
　魔道のあさましき有様をⓗ見て　③涙しのぶに堪へず。復び一首の歌に随縁の心を勧め奉る。
よしや君昔の玉の床とてもかからんのちは何にかはせむ
語注

保元の乱＝一一五六年、崇徳院と後白河天皇が皇位の継承をめぐり対立した戦い。平清盛らの活躍により後白河天皇が勝利をおさめた。

陰火＝夜間、墓地や沼地などで青白く燃え上がる不気味な火。人魂。

龍顔＝天子の顔の敬称。

荊＝髪などが乱れているさま。

すすびたる＝すすけている。

重盛＝平重盛。清盛の嫡男。保元の乱では父を助け、戦功をあげた。

随縁＝仏に帰依すること。
問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。
西行は崇徳院の亡霊と向かい合う。恐ろしい姿になった崇徳院は［　　　　］という化鳥をよび、重盛の命があと［　　　　　　　　］であることを聞き喜ぶ。魔道の有様を見た西行は、［　　　　］の心を勧める。
問二　波線部ア・㋒の意味を答えよ（㋒は終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐［　　　　　　　　　　］㋒［　　　　　　　　　　］
問三　波線部ア・イの読みを答えよ。　〈1点×2〉

㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問四　二重線部ａ～ⓓ・ⓗの主語として適当なものを選べ。　〈1点×5〉
ア　西行　　イ　崇徳院　　ウ　相模　　エ　作者

ⓐ［　］ⓑ［　］ⓒ［　］ⓓ［　］ⓗ［　］
問五　二重線部ⓔ〜ⓖの助動詞の文法的意味を答えよ。　〈1点×3〉
ⓔ［　　　］ⓕ［　　　］ⓖ［　　　］
問六　傍線部①・③を現代語訳せよ。　〈4点×2〉

①［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

③［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問七　傍線部②とあるが、なぜ崇徳院は喜んだのか。三十字以内で答えよ。　〈10点〉

問八　「よしや君…」の和歌について、

(1)　「何にかはせむ」を現代語訳せよ。　〈4点〉
(2)　この歌に込められた崇徳院に対する西行の思いを説明したものとして、最も適当なものを選べ。　〈10点〉
ア　復讐に執念を燃やすあまり、魔王のようになってしまった姿を見て、一刻も早い成仏を願っている。

イ　昔の地位にこだわりすぎ、死者となった今でも権力にしがみつく様子を見て、早急な成仏を願っている。

ウ　自分が敗れたことを決して認めず、化け物になってまで平家の滅亡を望む心が浄化されることを願っている。

エ　怨霊となったにも関わらず、仏に帰依することを求める身勝手な姿を見て、改心してからの帰依を願っている。

オ　平家が滅ぶことを望むあまり、重盛が早く死ぬよう呪いをかけるよこしまな心が浄化されることを願っている。
【解答】
問一　西行は崇徳院の亡霊と向かい合う。恐ろしい姿になった崇徳院は［相模］という化鳥をよび、重盛の命があと［干支一周］であることを聞き喜ぶ。魔道の有様を見た西行は、［随縁］の心を勧める。
問二　㋐＝様子　ウ＝驚きあきれる　〈4点×2〉
問三　㋐＝けしき　㋑＝おんぞ　〈1点×2〉
問四　ⓐ＝ア　ⓑ＝イ　ⓒ＝ウ　ⓓ＝ウ　ⓗ＝ア　〈1点×5〉
問五　ｅ＝当然（推量）　ｆ＝命令　ｇ＝可能　〈1点×3〉

問六　①＝重盛の寿命はきっともはや尽きるだろう。　〈4点×2〉

③＝涙を我慢することができない。

問七　いずれ重盛が死に、自分の敵が不幸になるという話を聞いたから。（30字）〈10点〉

問八　(1)＝どうするというのだろうか、いや、どうしようもないだろう　〈4点〉
(2)＝ア　〈10点〉
【補充問題】

問１　「君」（１行目）とは、誰のことか。最も適当なものを選べ。

ア　後白河天皇

イ　崇徳院

ウ　西行

エ　重盛

問２　「御気色」（２行目）を端的に表現した語句を、四字で抜き出せ。

問３　「上皇の幸福」（７行目）についてまとめた次の文の空欄①・②に入る語句として適当なものを、それぞれ五字以上十字以内で答えよ。

雅仁の栄華を支えている〔　①　〕には並々ならぬものがあり、相模もなかなか〔　②　〕ので、今はどうしようもない。

問４　「涙」（10行目）とあるが、どのような感情から流れる涙と考えられるか。最も適当なものを選べ。

ア　悲哀

イ　落胆

ウ　絶望

エ　恐怖

オ　憎悪

【補充問題解答】

問１　イ　
問２　魔王の形
問３　①重盛の忠義と誠実さ（9字）　②手出しができない（8字）
問４　ア
